
新年のごあいさつ

「栗
山
新
時
代
」
の
創
生
を
目
指
し
て
！

本
年
も

　

  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

栗山町長

佐 々 木　　学

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
31
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や

か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
栗
山
町
の
第
８
代
町
長

と
し
て
町
政
を
お
預
か
り
し
、
早
く
も

９
ヵ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
や

７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
道
内
で
は
９
月

の
台
風
21
号
、
そ
し
て
胆
振
地
方
中
東

部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
相
次
い
で
発

生
し
本
町
で
も
大
き
な
被
害
を
被
る
な

ど
、
日
常
生
活
を
脅
か
す
大
規
模
災
害

が
多
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
春
先
か
ら

農
作
業
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
も

の
の
、
６
月
か
ら
の
低
温
と
日
照
不
足

が
影
響
し
、
水
稲
で
は
８
年
ぶ
り
、
畑

作
物
も
総
じ
て
不
作
と
な
る
な
ど
、
自

然
災
害
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
た
試
練
の

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、防
災
・

減
災
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
強
化

に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復

を
背
景
に
、
景
気
拡
大
が
高
度
成
長
期

の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
戦
後
２

番
目
の
長
さ
と
な
る
一
方
、
地
方
で
は

実
感
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

加
え
て
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
局

面
を
迎
え
た
中
で
、
地
域
経
済
へ
の
深

刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
打
破

し
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
誰
も
が

笑
顔
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
」
実

現
の
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
向
こ
う

４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
し
た

「
第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
」

を
昨
年
末
に
町
議
会
へ
提
案
し
、
慎
重

審
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

直
面
す
る
町
政
課
題
と
し
て
、
栗
山
赤

十
字
病
院
の
改
築
、
駅
前
商
店
街
の
活

性
化
、
栗
山
高
等
学
校
・
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
・
ス
キ
ー
場
存
続
問
題
を
提

起
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
議
論
を

重
ね
、
一
つ
ひ
と
つ
責
任
を
も
っ
て
方

向
性
を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
お
約
束
し
た
、
栗
山
を
も
っ
と

笑
顔
に
す
る
「
５
つ
の
旗
印
」
の
も
と
、

「
栗
山
新
時
代
」
の
創
生
を
目
指
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
一
年
が
町
民
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
明
る

く
健
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

次
代
の
子
ど
も
た
ち
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対
し
責
任
あ
る
議
決
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栗山町議会議長

鵜　川　和　彦

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
31
年
の
新
春
を
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ

と
を
、
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
議
会
運
営
に
対

し
て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
５
日
の
記
録
的
な
暴

風
が
観
測
さ
れ
た
台
風
21
号
、
そ
し
て
、

翌
６
日
早
朝
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地

震
に
よ
り
、
町
内
は
も
と
よ
り
全
道
各
地

に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
１
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
を
通
し
て
、
議

会
が
、
ま
た
議
員
が
ど
の
よ
う
に
災
害

対
応
に
あ
た
る
べ
き
か
、
改
め
て
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
重
要
性

と
策
定
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
「
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構

想
及
び
基
本
計
画
」
の
改
定
案
が
議
会

に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
わ
が
国
は

世
界
に
類
の
な
い
超
高
齢
少
子
社
会
を

迎
え
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
国
は
、
２
０
２
５
年
の
超
高
齢
社

会
像
を
表
し
た
の
に
続
き
、
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
自
治
体
像
を
示
し
た

２
０
４
０
構
想
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

今
後
４
年
の
計
画
期
間
は
も
と
よ
り
次

期
計
画
、
さ
ら
に
は
本
町
の
将
来
の
礎

と
な
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
が
掲
げ
る
「
誰
も
が
笑
顔

で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
情
報
公
開
、
住
民
参
加
、
自
由
闊

達
な
討
議
を
進
め
、
次
代
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
責
任
あ
る
議
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
町
議
会
議
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
当
議
会
は
、
前
回
の

選
挙
よ
り
議
員
定
数
を
従
前
の
１
名
減

の
12
名
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
無

投
票
と
な
り
、
議
会
と
し
て
、
責
任
の
一

端
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
議
会
、
議
員
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
議

員
を
志
し
て
い
た
だ
け
る
存
在
感
の
あ

る
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
を

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
月
輪
淳
裕

氏
（
角
田
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
30
年
12
月
10
日
か
ら
平
成

34
年
12
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

前
期
実
施
計
画
の
検
証
や
こ
の
間
に

お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
た
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
の
う
ち
、
重
点
政
策
方
針

に
お
け
る
政
策
課
題
や
重
点
的
に
実

施
す
る
施
策
群
、
分
野
別
政
策
の
基

本
方
針
、
町
財
政
の
中
長
期
試
算
な

ど
、
一
部
内
容
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
、
本
件
は
、
栗
山
町
中
長
期
財

政
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
井
上
善
晴
氏

（
松
風
３
）、
諏
訪
英
敏
氏
（
中
里
）

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
台
風
21
号
倒
木
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て台
風
21
号
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、

本
町
所
有
の
台
山
共
同
墓
地
敷
地

内
の
樹
木
が
倒
れ
、
相
手
方
が
所

有
す
る
墓
石
に
そ
れ
ぞ
れ
損
害
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、
修
繕
相
当

額
を
賠
償
す
る
こ
と
で
和
解
す
る

も
の
で
、
損
害
賠
償
の
総
額
は

５
２
４
万
８
５
８
４
円
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
億
４
０
１
１

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
88
億

８
１
８
７
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

議    

案

基
金
積
立
金
の
追
加
等
に
係
る
補

正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
４
７
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
16
億
６
２
５

７
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
の

追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
38
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
２
４
７
０
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
、

女
子
学
生
寮
の
給
水
設
備
取
替
修

繕
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
８
３
万
３
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
１
３
３
１

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

水
道
事
業
の
収
益
的
収
入
に

２
９
９
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
億
９
６
６
７
万
円
と
し
、
収
益

的
支
出
に
２
８
５
万
円
を
追
加
し

総
額
を
３
億
９
９
３
２
万
１
千
円

議会の動き
　平成 30 年第 6 回栗山町議会定
例会で次の議案が審議されました。

（12 月 11 日開会）

と
す
る
も
の
で
、
補
正
の
内
容
は
平

成
30
年
７
月
９
日
に
発
生
し
ま
し

た
上
水
道
濁
水
事
故
に
係
る
町
の

損
害
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う
、

相
手
方
か
ら
の
損
害
賠
償
金
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

下
水
道
事
業
収
益
的
収
入
に
１
２
５

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億

７
８
４
４
万
８
千
円
と
し
、
収
益
的

支
出
に
７
０
８
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
億
８
４
３
９
万
２
千

円
と
し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
の
収
益
的
支
出
に
１
５
０

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
２

８
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
３
件
は
、
平
成
30
年
８
月
の
人

事
院
勧
告
に
お
い
て
給
料
な
ど
を
引

き
上
げ
る
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
関
係
部
分
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
観
察
飼
育

舎
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成
３
年
に
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

保
護
・
育
成
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、

町
内
外
の
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
機
能
を
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
に
移
転
・
統
合
し
、
新

た
に
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
の
里
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
館
」
を
整
備
し
た
こ
と

か
ら
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
施
設
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
規
約
の
一
部

変
更

本
町
が
加
入
す
る
道
央
廃
棄
物
処
理

組
合
に
お
き
ま
し
て
、
経
費
の
支
弁

の
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
越
前
谷

徹
氏
（
中
央
１
）
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
31
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
34
年
12
月
31
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
と
し
て
谷
田
進
太
郎
氏（
錦

３
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
34
年

12
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
、
金
岩
和
恵
氏
（
中
央
２
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30

年
12
月
22
日
か
ら
平
成
33
年
12
月
21

諮
　
問
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　JR 苫小牧駅前広場に、冬の夜空を彩るイルミネーションが新しく誕
生します。期間中は、さまざまな楽しいイベントを開催。ぜひ、この機
会に JR 室蘭線を利用して、とまこまいイルミネーションを見に行こう！

【場　所】JR 苫小牧駅南口・駅前広場
【期　間】2 月 14 日㈭まで
【時　間】16：00 ～ 23：00

※詳しくは、とまこまいイルミネーションで検索してください。
№ 10

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

町民皆さんの声をお寄せください
鉄路を “ 残す ” ためには、特に沿線に暮らす町民皆さんのご理
解とご協力が不可欠です。皆さんの JR 室蘭線の利用促進策に
関するアイデアやご意見をお寄せください。

【提出方法】　郵送、ファックス、E メールまたは持参（様式は
問いません）　
　〒 069-1512　栗山町松風 3 丁目 252 番地
　　栗山町経営企画課地域政策グループ　宛
　　FAX　72-3179　
　　E メール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp



や
り
方
は
理
解
で
き
な
い
。
新

町
長
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。
寄
附

な
ど
で
お
金
を
集
め
る
な
ど
良

案
を
期
待
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、

歴
史
も
あ
り
、
教
育
の
面

か
ら
も
冬
期
間
の
重
要
な
施
設

と
認
識
し
て
い
る
。
施
設
に
思

い
入
れ
の
あ
る
方
も
多
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
視
点
で
、

関
係
者
、
町
民
と
議
論
を
尽
く

し
た
う
え
で
判
断
し
た
い
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

今
回
の
地
震
で
、
あ
ら
た

め
て
情
報
伝
達
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
た
。
町
で
は
平
成

34
年
度
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

栗
山
赤
十
字
病
院

①
現
在
の
場
所
で
日
赤
を

建
替
え
る
予
定
な
の
か
。

駅
周
辺
な
ど
、
交
通
の
利
便
性

を
考
慮
し
検
討
す
べ
き
で
は
。

②
日
赤
を
建
替
え
て
も
、

通
院
者
は
増
え
る
の
か
。

町
民
負
担
も
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
現
状
の
課
題
を
十
分
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

日
赤
の
建
替
え
は
決
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
耐

震
化
の
問
題
も
あ
り
ま
ち
の
重

要
課
題
で
あ
る
。
場
所
の
問
題

も
含
め
、
病
床
規
模
や
財
政
負

担
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て
最
適

な
医
療
機
関
と
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
、
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

佐
々
木
学
町
長
と
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
13
日
ま
で
の
日
程
で
町
内
25
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
町
民
は
延
べ
２
７
１
人
。
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
質
問
・

意
見
、
現
在
町
が
直
面
す
る
地
域
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

開会にあたり佐々木町長からのあいさつ

栗
山
高
等
学
校
・
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
の
存
続

栗
山
高
校
に
つ
い
て
、
国

際
感
覚
を
養
う
教
育
に
特

化
す
る
た
め
の
英
語
学
科
や
、

Ｉ
Ｔ
技
術
の
専
門
課
程
な
ど
、

普
通
科
で
は
な
く
特
殊
な
専
門

課
程
を
設
置
し
、
生
徒
を
募
集

し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

介
護
福
祉
学
校
と
の
連
携
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

栗
山
高
校
と
介
護
福
祉
学

校
の
存
続
問
題
は
、
町
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば

の
話
で
あ
る
が
、
栗
山
高
校
の

１
ク
ラ
ス
を
福
祉
の
専
門
課
程

と
し
、
高
校
の
３
年
間
と
介
護

福
祉
学
校
の
２
年
間
を
合
わ
せ

た
５
年
間
で
福
祉
・
医
療
の
専

門
知
識
を
学
び
、
複
数
の
国
家

資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
町
民
に
よ
る
栗
山

高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
具
体
的

に
検
討
す
る
組
織
が
立
ち
上
が

る
の
で
、
皆
さ
ん
と
議
論
を
深

め
て
い
き
た
い
。

栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
存
続

①
町
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
れ
ば
廃
止
と
い
う
話
も

出
て
い
た
。
近
隣
の
ス
キ
ー
場

を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
手
で

は
な
い
か
。

②
町
ス
キ
ー
場
に
つ
い

て
、
私
は
「
無
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
」
だ
と
考
え
る
。

今
年
に
な
っ
て
中
止
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
行
政
の

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
開
設
を
目

指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
も
う
少

し
早
く
な
ら
な
い
か
。
災
害
時

の
広
報
車
や
消
防
の
放
送
も
聞

こ
え
づ
ら
か
っ
た
。
災
害
は
正

確
な
情
報
が
入
ら
な
い
こ
と
が

混
乱
を
招
く
。
早
く
、正
確
に
、

継
続
的
に
災
害
情
報
を
流
す
対

策
が
緊
急
課
題
と
思
う
が
。

今
回
の
地
震
で
は
、
特
に

住
民
へ
の
災
害
情
報
伝
達

の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
町
内
会
・
自
治
会
長
の
協

力
も
い
た
だ
い
た
が
、
全
て
の

住
民
に
避
難
所
開
設
状
況
な
ど

の
情
報
を
早
く
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
に
つ

い
て
平
成
34
年
度
の
開
局
に
向

け
、準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質疑回答

質疑回答

回答質疑

回答

質疑
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